（様式３）
令和　　年　　月　　日
香美市長　依光　晃一郎　様
	参加者（設計者）
	住所
	
	

	
	商号又は名称
	
	

	
	代表者名
	
	印

	
	電話番号
	
	


	参加者（施工者）
	住所
	
	

	　※設計者と同一
　　の場合は記載
　　しなくてよい。
	商号又は名称
	
	

	
	代表者名
	
	印

	
	電話番号
	
	


技　術　提　案　書
　香美市香北町美良布地区家屋改修事業設計施工者選定公募型プロポーザルについて、技術提案書を提出します。
　
　　　　　　　　　　　　　（連絡担当者）
	商号又は名称
	

	所属、部署
	

	氏　　　名
	

	連絡先
	電話番号
	

	
	Fax番号
	

	
	e-mail
	


（様式４）
設計者の業務実績（木造住宅耐震改修設計）
・令和２年４月１日以降に実施し、完了したものに限る。
・本改修事業を担当する耐震診断士の業務実績を記載すること。
　耐震診断士（氏名：　　　　　　　）
	
	業務の名称
	建物の所在地
	件数

	例
	Ｘ氏邸耐震改修設計
	○○市○○町地内
	２

	
	Ｙ氏邸耐震改修設計
	○○市○○町地内
	

	令和２年度
	
	
	

	令和３年度
	
	
	

	令和４年度
	
	
	

	令和５年度
	
	
	

	令和６年度
	
	
	

	合　計（令和２年４月１日以降に完成した件数）
	


　　
（様式５）
施工者の業務実績（木造住宅耐震改修工事）
・令和２年４月１日以降に実施し、完了したものに限る。
	
	業務の名称
	建物の所在地
	件数

	例
	Ｘ氏邸耐震改修工事
	○○市○○町地内
	２

	
	Ｚ氏邸耐震改修工事
	○○市○○町地内
	

	令和２年度
	
	
	

	令和３年度
	
	
	

	令和４年度
	
	
	

	令和５年度
	
	
	

	令和６年度
	
	
	

	合　計（令和２年４月１日以降に完成した件数）
	


（様式６）
業務実施体制表
	担　　　当
	氏　　　　名
（協力事業者名）
	資　　　格

	管理技術者
	
	建築士

	耐震改修設計
	
	耐震診断士、建築士

	リノベーション設計
	
	

	耐震改修工事
	（　　　　　　　　　　　　　　）
	

	耐震改修工事の
現場確認等
	
	耐震診断士、建築士

	設備工事
	（　　　　　　　　　　　　　　）
	

	配管工事
	（　　　　　　　　　　　　　　）
	

	電気工事
	（　　　　　　　　　　　　　　）
	

	内装工事
	（　　　　　　　　　　　　　　）
	

	外装工事
	（　　　　　　　　　　　　　　）
	

	外構工事
	（　　　　　　　　　　　　　　）
	


注１　設備、配管、電気等の担当者が協力事業者である場合、協力事業者名を記載すること。
注２　管理技術者は重要な打ち合わせに出席でき、その場である程度の判断ができる者とすること。
設計・施工の行程（スケジュール）
例）①　業務着手打合せ　　○月○日（○）
②　耐震改修設計　○月○日（○）　〜　○月○日（○）
③  リノベーション設計　○月○日（○）　〜　○月○日（○）
　　　　　この間、打合せ　　　○月○日（○）、○月○日（○）の○回予定
④  設計報告・施工打合せ　○月○日（○）
⑤  耐震改修工事　○月○日（○）　〜　○月○日（○）
⑥  リノベーション設備工事　○月○日（○）　〜　○月○日（○）
　　⑦  リノベーション内外装工事　○月○日（○）　〜　○月○日（○）
　　⑧  竣工引渡し　　○月○日（○）
（様式７）
業務の実施方針
	業務の実施方針
	本業務への取組体制、特に重視する設計上の配慮事項、その他の業務実施上の配慮事項を簡潔に記述する。

	


注１　指定された枠内に、文章又は模式図等でまとめること。
注２　枚数はＡ４版片面２枚以内とすること。
注３　参加者の名称が分かるような表現はしないこと。
注４　記載内容は実際の設計業務、施工業務の内容を拘束するものではない。
（様式８）
技術提案課題に対する提案　
	課題：周遊促進と地域の活性化のために、本改修事業でどのようなリノベーションをするか

	課題１：ドラマ関連の「展示施設」としてのリノベーションの提案
課題２：来訪者や地域住民の「交流施設」としてのリノベーションの提案
課題３：耐震改修や空き家活用の啓発のために実施するイベント等の提案



注１　指定された枠内に、文章での表現を原則とし、基本的な考え方を簡潔にまとめること。
注２　枚数はＡ４版片面３枚以内とすること。
注３　参加者の名称が分かるような表現はしないこと。
注４　記載内容は実際の設計業務、施工業務の内容を拘束するものではない。
注５　本業務に類似する実績（２件以内。令和２年４月１日以降に実施して完了したものに限る。）について、物件の説明、設計図書や写真、設計の考え方、工夫した点等を参考資料として添付することができる（１件につきＡ４版片面３枚以内）。その場合も、参加者の名称が分かるような表現はしないこと。


